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　２期８年の町政をあずかり、町民の皆さまのご理解
とご協力をいただきながら、まちづくりに精進するこ
とができ、心より深く感謝を申し上げます。
　町政をおあずかりしたときは、全国的に少子高齢
化、人口減少が進むなかで、子育て支援の充実と、町
民の皆さまの生活に身近な冬期間の除雪や交通機関
の確保など、目に見える形で実感できる生活福祉の充
実に力を注ぎ、町民の皆さまの心の豊かさと幸せ感を
高め、産業の振興による活力豊かなまちづくりに誠心
誠意努めさせていただきました。
　振り返りますと、平成２６年度には、愛別町開拓
１２０周年を迎え、今日のまちの発展にご尽力いただ
いた先人たちのご苦労に感謝し、さらなる町の発展を
目指して、皆さまとともにお祝いをし、人と人とのつ
ながりを深めることができました。また、多くの方々
のご協力により、この年に北海道美深高等養護学校あ
いべつ校が開校し、ここに通う高校生を町民の皆さま
には温かくお迎えいただき、今年３月に５回目の卒業
生が巣立っております。
　平成２８年度には、国営緊急農地再編整備事業着手
となり、国費要望活動と推進室の職員体制の充実に努
め、令和１２年度の完了に道筋をつけることができま
した。あわせて、きのこの里としてのブランドと競争
力を高めるために、きのこ生産施設の改修に対する支
援を継続しており、関係する皆さまのご理解とご協力
に深く感謝申し上げます。
　２期目には、まちの未来をかけて、愛別診療所の医
師の確保に全力を尽くし、町民の皆さまのご意見をい
ただき、町直営による外来診療の新たな施設を整備す
ることができました。ご指導いただきました皆さまに
心より深く感謝申し上げます。
　今、まちの最優先課題は、新型コロナウイルス感染
症対策であり、皆さま方のご協力をいただきながら、
その取り組みを進めてまいりました。今後はワクチン
接種が始まりますので、その効果を期待し、一日も早
く元の生活に戻ることを強く願っております。
　終わりに、子どもたちの笑顔かがやく恵みの大地　
あいべつを目指して、まちのさらなる発展と皆さまの
ご健勝とご多幸を祈念申し上げ、退任のあいさつとい
たします。

退任ごあいさつ

前愛別町長
　前佛　秀幸

　令和３年４月１８日執行されました愛別町長選挙
に、少子高齢化による人口減少と財政危機を何とかし
なければ愛別町の未来はないとの思いで再度挑戦い
たしました。多くの皆さまからのご支持をいただき、
愛別町長に当選させていただきました。思えば町長を
務めていた１２年前、人口３，０００人ほどの小さな
町ではありますが、堅実な財政運営と教育行政・福祉
行政・農業・商工業の振興など、非常にバランスの良
い町であったように思います。
　しかしながら今日の愛別町は、少子高齢化による過
疎化と人口減少が進んでおり、町の財政も大変厳しい
ものがあります。このような状況下ではありますが、
長い歴史のある愛別町教育行政においていまだに実
現されていない学校給食の実現を選挙公約の第一番
に掲げました。若いお父さんお母さんからもぜひ実現
してほしいとの要望が多くありました。年配の方から
も、少ない子どもたちが喜ぶ給食であればぜひ取り
組んでほしいとのお話が多くありました。子どもた
ちのいきいきとした笑顔と、その笑顔を見守ってくだ
さるお年寄りがたくさんいることは素晴らしい町な
のです。国も、少子高齢化に向けて「こども庁」の設
置を検討しております。今後において、幼稚園と保
育所一元化などによる「認定こども園」、小中学校の一
貫校化等の考えが出てくると思います。私たちが企画
する政策等を町民の皆さまに調査段階から説明をし、
実現させてまいります。わたくしも開拓の３代目であ
ります。明治期に遠く本州から夢と希望を持ち愛別に
入植された先人たちが想像を絶する苦労を耐え忍び、
理想郷愛別町の基礎を作ってくださいました。今後、
私たちが生まれ育ったこの愛別町のさらなる繁栄の
ために、町民の皆さまと私共職員が心を一つにし、知
恵を出し広く行動を起こしてまいります。現代におい
て全国津々浦々まで行政機能が行き届き不便を感じ
る町はないと思います。住む者の心に不便さがあるの
です。愛別町が私たちに何をしてくれるのかではな
く、皆さんと共に愛別町のために何ができるのかを考
え抜き、まちを明るく元気にしてまいります。
　最後に、町民各位のご健勝とご多幸を祈念申し上
げ、町長就任のあいさつといたします。

就任ごあいさつ

愛別町長
　矢部　福二郎



前愛別町教育委員会教育長　大山　一成退任ごあいさつ
　この度、４月２５日をもちまして、教育長を退任いたしました。
　奉職以来４３年の長きにわたり行政に携わらせていただき、この間、町民の皆さまを
はじめ、議会など関係各位の温かいご指導とご支援を賜りましたことに、心から感謝と
お礼を申し上げます。
　少子高齢化や社会経済情勢の変化、教育委員会制度の改正など、教育を取り巻く環境
は日々変わってきましたが、次代を担う子どもたちが夢を持ち、さらには町民の皆さま
が生きがいを見いだし、一人ひとりがキラリと輝くことのできる教育のさらなる進展を
願っております。
　今後とも変わらぬご厚

こ う ぎ
誼を賜りますようお願い申し上げますとともに、町民の皆さま

のご健勝と限りないご多幸を心よりお祈り申し上げ、退任のあいさつといたします。
長い間ありがとうございました。

愛別町副町長　金子　公保就任ごあいさつ
　町民の皆さま、こんにちは。この度、５月１日付けで副町長に就任しました金子です。
　私は、平成３０年３月まで４２年間、愛別町で仕事をしておりました。この間、皆さま
には大変お世話になっていたところですが、今回、３年ぶりに仕事をさせていただくこ
ととなり、嬉しく思うと共に、副町長という重責に身の引き締まる思いでいます。
　愛別町は、人口減少や少子高齢化が進行している厳しい情勢ではありますが、矢部町
長を先頭に、選挙公約の実現に向け、全力で取り組んでまいりたいと思います。
　まずは喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策にしっかりと取組み、その上
で、次世代に誇れるまちづくりに貢献できるよう頑張りますので、これから４年間、よ
ろしくお願いします。

前愛別町副町長　石田　光幸退任ごあいさつ
　この度、４月２６日付けをもちまして、愛別町副町長の職を退任いたしました。
　昭和５５年１０月に愛別町職員として奉職以来、平成２９年５月から副町長４年間を含
め４０年の永きにわたり、皆さまより温かいご指導とご協力を賜り、職務を果たすこと
が出来ましたこと、心から厚くお礼申し上げます。
　前佛町長のもと、職員とともに副町長という立場で、微力ながら愛別町のまちづく
りに携わることができましたことは、様々な貴重な経験をし、かけがえのない４年間
でした。
　これからも、愛別町民としてまちづくりに参加させていただき、貢献できればと考
えております。
　結びに、愛別町の限りない発展と、町民の皆さまのご健勝とご多幸を心から祈念申
し上げ、退任のあいさつとさせていただきます。

５月２４日付で愛別町教育委員会教育長に 馬
ば ば

場　信
のぶあき

明 が就任しました。
ごあいさつについては、広報あいべつ７月号に掲載いたします。



地域おこし協力隊が
「あいべつのくらし」の魅力を発掘します

　

桜
が
咲
き
、
山
々
が

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
よ

う
な
こ
の
季
節
。
南
町

に
あ
る
工
場
内
で
木
材

を
加
工
し
、
木
の
可
能

性
を
追
求
し
続
け
る
会

社
が
あ
る
。
緑
川
木
材
株
式
会
社
。
そ
こ
で
、
精
力
的

に
学
び
、
会
社
を
成
長
さ
せ
続
け
て
い
る
の
が
緑
川
新

之
介
さ
ん
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
に
感
じ
た
工
場
に
響
く
機
械
の
音
、
優
し
く
包
み
込

む
よ
う
な
木
の
匂
い
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
。

　
新
之
介
さ
ん
は
、
３
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
に
生

ま
れ
２
人
の
姉
と
共
に
育
っ
た
。
少
年
時
代
、
学
校
は

愛
別
小
学
校
、
愛
別
中
学
校
に
通
い
、
部
活
は
野
球
部

に
所
属
し
仲
間
と
共
に
汗
を
流
し
た
。
卒
業
後
は
旭
川

の
高
校
へ
進
学
。
そ
の
後
は
航
空
関
係
に
興
味
を
持
ち
、

千
歳
の
航
空
専
門
学
校
へ
。
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
だ
っ
た

そ
う
で
、
新
鮮
さ
を
求
め
、
様
々
な
部
活
に
も
挑
戦
し
、

弓
道
や
少
林
寺
拳
法
な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
。
専
門
学

校
で
は
様
々
な
知
識
を
学
び
資
格
取
得
の
た
め
に
勉
強

し
た
。
し
か
し
、
卒
業
ま
で
あ
と
半
年
の
と
こ
ろ
で
、

新
之
介
さ
ん
は
学
校
に
行
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
彼
は
、
持
病
を
持
っ
て
い
る
。「
僕
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
ア
ト
ピ
ー
持
ち
で
、
け
っ
こ
う
苦
労
し
て

る
ん
で
す
。」
と
新
之
介
さ
ん
。
今
で
も
、
注
射
は
欠

か
さ
ず
打
ち
、
薬
を
飲
ま
な
い
と
生
活
で
き
な
い
。
重

度
の
ア
ト
ピ
ー
だ
。
彼
は
専
門
学
校
を
中
退
し
た
後
、

思
い
立
っ
て
お
金
を
貯
め
、
海
外
へ
行
く
こ
と
を
決
意

し
た
。「
病
気
で
自
暴
自
棄
だ
っ
た
か
ら
、
怖
い
も
の

知
ら
ず
っ
て
い
う
感
じ
で
、
稼
い
だ
30
万
と
片
道
の
航

空
券
だ
け
買
っ
て
、
保
険
も
入
ら
ず
に
、
宿
も
予
約
せ

ず
に
行
き
ま
し
た
。」
と
新
之
介
さ
ん
。
向
か
っ
た
先

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。
英
語
も
話
せ
な
か
っ
た
の
で
、

携
帯
電
話
の
翻
訳
機
能
を
使
い
会
話
し
た
。
見
知
ら
ぬ

土
地
で
、
自
分
を
知
る
人
が
誰
も
い
な
い
環
境
の
中
を

生
き
て
い
た
。
そ
の
後
、
巡
り
あ
わ
せ
で
辿
り
着
い
た

日
本
人
経
営
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
半
年
間
働
い
た
。
そ
し

て
、
現
地
で
知
り
合
っ
た
人
に
す
す
め
ら
れ
、
お
金
を

貯
め
、
タ
イ
へ
行
き
、
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
資
格
も

取
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
再
び
持
病
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
本
当
は
ま
だ
い
ろ
ん
な
国
に
行

き
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ま
た
ア
ト
ピ
ー
が
悪
化
し
て
、

帰
っ
て
来
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。」
と
新
之
介
さ
ん
。

悔
し
い
思
い
の
ま
ま
帰
国
し
た
。

　
帰
国
後
、
彼
は
ア
ト
ピ
ー
の
治
療
で
も
有
名
な
、
道

北
の
豊
富
町
に
あ
る
豊
富
温
泉
の
近
く
に
住
ん
だ
。
温

泉
に
通
い
な
が
ら
働
き
、
３
年
ほ
ど
過
ご
し
た
。
そ
の

ま
ま
ア
ト
ピ
ー
を
治
療
し
て
再
び
海
外
に
行
き
た
い
と

思
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
だ
が
、
そ
ん
な
あ
る

日
、
親
か
ら
の
電
話
が
き
っ
か
け
で
、
再
び
故
郷
の
愛

別
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
親
か
ら
、
人
が

足
り
な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
仕
事
手
伝
っ
て
と
言
わ
れ

て
、
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
。
軽
い
気
持
ち
で
。」
と
新

之
介
さ
ん
。
26
歳
の
時
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
緑
川

木
材
で
働
き
始
め
た
。

　
新
之
介
さ
ん
が
入
社
し
て
か
ら
、
緑
川
木
材
は
活
動

の
幅
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。「
僕
が
入

る
辺
り
ま
で
は
、
ひ
た
す
ら
製
品
を
作
っ
て
商
社
に
卸

す
だ
け
の
工
場
だ
っ
た
け
ど
、
途
中
か
ら
、
自
社
で
新

商
品
開
発
し
た
り
、
販
売
店
に
行
っ
た
り
し
て
営
業
し

今回のインタビュー
緑川木材 株式会社

緑川　新之介さん



ＡＩＢＥＴＳＵくらしじてん

て
い
く
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。」
と

新
之
介
さ
ん
。
会
社
に
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
様
々
な
関
わ
り
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
新
之
介
さ
ん
は
、
現
在
、
社
長
で
も
あ
る
父
親
か
ら

技
術
を
教
わ
り
な
が
ら
木
材
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
に
も
会
社
の
窓
口
と
し
て
お
客
さ
ん
と

直
接
関
わ
っ
た
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
、
出

会
っ
た
方
々
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
得
た
も
の
を

現
場
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
、
徐
々
に
活
動
の

幅
を
広
げ
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、
新
商
品
開
発
に
生
か

し
た
り
、
家
具
や
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
の
制
作
も

行
っ
て
い
く
そ
う
だ
。

　
彼
に
は
木
材
を
扱
う
会
社
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る

活
動
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
木
育
』
と
い
う
活
動
だ
「
木

育
と
い
う
の
は
、
一
般
の
人
に
も
っ
と
木
に
触
れ
て
ほ

し
い
。
木
の
こ
と
や
、
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
で

す
。」
と
新
之
介
さ
ん
。
彼
が
、
木
育
に
つ
い
て
知
っ

た
の
は
、
二
年
前
に
行
わ
れ
た
『
木
育
学
会
』
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
こ
の
考
え
の
も
と
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ

積
み
木
の
寄
贈
や
、
愛
別
小
学
校
の
卒
業
制
作
と
し
て

児
童
に
組
み
立
て
て
も
ら
う
、
椅
子
の
制
作
も
行
っ
た
。

ま
た
、
新
之
介
さ
ん
は
『
地
材
地
消
』
と
い
う
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
木
材
を
地
域
で
有
効
利
用
し
、
森
林
を
手
入

れ
す
る
こ
と
で
資
源
の
循
環
を
目
指
す
取
り
組
み
だ
。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
自
然
環
境
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
新
之
介
さ
ん
は
自
身
の
こ
と
を
「
僕
な
ん

て
大
し
た
こ
と
は
無
く
て
、
器
が
大
き
い
人
間
じ
ゃ
な

い
。」
と
話
し
た
。
彼
は
、
と
て
も
優
し
く
、
自
分
の

気
持
ち
に
正
直
な
人
だ
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、「
商
工

会
青
年
部
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
学
ん
だ
こ
と

が
多
く
て
、よ
く
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、お
世
話
に
な
っ

て
ま
す
。」
と
も
話
し
、
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

語
っ
た
。

　
会
社
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
環
境
に
も
根
差
し
た
新

之
介
さ
ん
の
考
え
方
や
行
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

人
の
心
を
動
か
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

事務所には会社の製品の見本が並ぶ。

この工場内で木材加工が行われる。

加工した木材はこの倉庫内で乾燥させる。

ー
ー
ー
記
者
あ
と
が
き
ー
ー
ー

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
谷
合
で
す
。
新
之
介
さ
ん
の
生

い
立
ち
や
、
取
り
組
み
、
地
域
に
対
す
る
思
い
を
聞
き
、

仕
事
へ
向
か
う
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
別
で
暮

ら
す
様
々
な
方
の
生
き
方
を
取
材
し
て
い
き
た
い
で
す
。

主力商品の三層パネル。この丈夫なパネルが、積み木や家具、外壁材など幅広い用途で使われる。



防
火
広
報
パ
レ
ー
ド
を
実
施

愛
別
消
防
演
習
中
止
の
お
知
ら
せ

危
険
物
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
度
第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験 

　
　
　
　
　
第
2
回
消
防
設
備
士
試
験
の
受
験
案
内

　
今
年
度
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
令
和
３
年
愛
別
消
防
演
習
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
安
全
面
を
考
慮
し
た
結
果
、
中

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
６
月
の
第
２
週
は『
危
険
物
安
全
週

間
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
危
険
物
』
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
等
の
燃

料
類
を
は
じ
め
、
ご
家
庭
で
は
ス
ト
ー
ブ
や

ボ
イ
ラ
ー
用
の
灯
油
、マ
ニ
キ
ュ
ア
、ペ
ン
キ
、

シ
ン
ナ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
、
身
近
な
も
の
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
手
指
の
消
毒
等
の
た
め
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
危
険
物
に
該
当

す
る
も
の
も
あ
り
、
取
扱
い
を
誤
る
と
火
災

等
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

危
険
物
と
は
？

　
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
一

般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品

を
い
い
ま
す
。

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

②
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

③
消
火
の
困
難
性
が
高
い

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
『
事
故
ゼ
ロ
へ

        

ト
ラ
イ
重
ね
る　
ワ
ン
チ
ー
ム
』

▽
試
験
日

　
７
月
18
日（
日
）

▽
試
験
地

　
旭
川
市 

他（
試
験
会
場
の
名
称
及
び

所
在
地
は
受
験
票
で
通
知
さ
れ
ま
す
）

▽
試
験
の
種
類

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
甲
種

　
　
乙
種（
１
〜
６
類
）

　
　
丙
種

　
消
防
設
備
士
試
験

　
　
甲
種
特
類

　
　
甲
種（
第
１
〜
５
類
）

　
　
乙
種（
第
１
〜
７
類
）

▽
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
《
書
面
申
請
》

　
6
月
11
日（
金
）
〜
６
月
18
日（
金
）

　
《
電
子
申
請
》

　
6
月
8
日（
火
）
〜
６
月
15
日（
火
）

▽
合
格
発
表
予
定
日

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
8
月
6
日（
金
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
8
月
23
日（
月
）

▽
申
込
方
法

　
受
験
案
内
・
受
験
願
書
は
愛
別
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
電

子
申
請
が
可
能
で
す
。

※
令
和
３
年
３
月
の
受
験
申
請
分
か
ら

払
込
手
数
料
２
３
０
円（
消
費
税
込
み
）

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

愛
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

可
能
で
す
。

■
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp

　
4
月
20
日
、
愛
別
消
防
署
で
は
春
の
全
道

火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、
防
火
広
報
パ

レ
ー
ド
と
事
業
所
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
事
業
所
訪
問
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
対
策
に
留
意
し
、防
火
標
語
の
入
っ

た
色
紙
や
防
火
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
こ
と
に
よ
り
火
災
予
防
思
想
の
推
進
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。



旭
川
東
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

正
し
い
知
識
と
断
る
勇
気
で
自
分
の
身

を
守
り
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
大
麻
の
有
害
性
を
否
定
す
る

情
報
が
流
れ
、
大
麻
に
対
す
る
警
戒
心

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、大
麻
は
、

幻
覚・
記
憶
障
害・
学
習
能
力
の
低
下・

人
格
の
変
化
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険

な
薬
物
で
、
大
麻
の
乱
用
は
厳
し
く
処

罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
団
等
に
よ

る
栽
培
事
犯
も
検
挙
さ
れ
る
な
ど
、
大

麻
は
犯
罪
組
織
の
資
金
源
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
警
察
で
は
、
指
名
手
配
犯
を
逮

捕
す
べ
く
日
夜
捜
査
を
続
け
て
い
ま

す
。
一
部
の
指
名
手
配
犯
に
は
捜
査
特

別
報
奨
金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
逮
捕
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
恐
れ
な
い・
利
用
し
な
い・
金
を
出
さ

な
い
」
＋「
交
際
し
な
い
」

　
社
会
経
済
活
動
の
脅
威
と
な
っ
て
い

る
暴
力
団
は
企
業
を
装
っ
た
り
し
て
道

民
の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
、
違
法
・
不

当
な
要
求
に
関
す
る
情
報
提
供
や
暴
力

団
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
早

期
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
大
麻
」
は
違
法
薬
物
で
す
！

求
む
情
報
提
供
！

暴
力
団
追
放
！

　
　
　
「
三
な
い
運
動
＋
１（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以
下
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
試
験
期
日　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
７
月
11
日（
日
）・
12
日（
月
）
い
ず
れ
か
１
日

●
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
７
月
１
日（
木
）
〜
９
月
６
日（
月
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）

　
９
月
16
日（
木
）
〜
19
日（
日
）
い
ず
れ
か
１
日

●
航
空
学
生

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、

①
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
者（
海
上
自
衛
隊
）

②
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
者（
航
空
自
衛
隊
）

※
高
卒・
見
込
み
を
含
む

▽
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
木
）
〜
９
月
９
日（
木
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）　　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
９
月
20
日（
月・
祝
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
高
卒
者（
見
込
み
を
含
む
）

▽
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
木
）
〜
10
月
27
日（
水
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）

　
11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）
の
２
日
間

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
高
卒
者（
見
込
み
を
含
む
）

▽
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
木
）
〜
10
月
13
日（
水
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）

　
10
月
23
日（
土
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

▽
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
高
卒
者（
見
込
み
を
含
む
）

▽
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
木
）
〜
10
月
６
日（
水
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）

　
10
月
16
日（
土
）

●
試
験
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地（
旭
川
市
春
光

町
）
※
自
衛
官
候
補
生
の
会
場
は
受
付
時
に

お
伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　
☎
０
１
６
６
‐
５
４
‐
５
６
１
７

　
総
務
企
画
課
総
務
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
１
６
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
東
警
察
署

　
☎
０
１
６
６
‐
３
４
‐
０
１
１
０



　

愛
別
町
議
会
定
例
会
は
毎
年
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
に
行
わ
れ
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
行
政
執
行
方
針
や
教

育
執
行
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。
定
例
会

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
あ
い
べ
つ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。
な
お
、

傍
聴
に
お
越
し
の
際
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
手
指
消

毒・
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　

　
議
会
事
務
局

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
７
１
）

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。「
生
活
に
困
っ
て
い
る
の
で
相

談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」「
働
き
た
い
け
ど
就

職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
生
活
や

仕
事
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

　
６
月
24
日（
木
） 

　
①
13
時
00
分
〜
13
時
50
分

　
②
14
時
00
分
〜
14
時
50
分

▽
場
所

   

総
合
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み

　
６
月
23
日（
水
）
15
時
ま
で
 

ま
た
、
鷹
栖
町
・
比
布
町
・
当
麻
町
・
上

川
町
で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
好
き
な
会
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
日
時・
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
事
業
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
立
相
談
支
援
事
業
所 

か
み
か
わ
生
活

　
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
８
８
０
０

　

メ
ー
ル
：anshin@

kam
ikaw

a19.
hokkaido.jp

愛
別
町
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

生
活
・
仕
事
相
談
会
を
行
い
ま
す

時　間 会　場
８：４５～８：５０ 協和　村上宅前

８：５５～９：００ 公民館協和分館前

９：０５～９：１０　 伏古生活改善センター前

９：１５～９：２０ 厚生会館前

９：２５～９：３５ 北町車庫前

９：４０～９：４５ 金富公民館前

９：５０～１０：００ 南町青少年会館前

１０：０５～１０：１５ 豊里地域交流館
（１・２区会館）前

１０：２０～１０：２５ 愛別消防団第二分団前

１０：３５～１０：４０ 愛山公民館前

１０：４５～１０：５０ 愛山地区
コミュニティセンター前

１１：０５～１１：１０ 愛別地区
農業研修センター前

１１：１５～１１：２５ 愛別家畜診療所前

６月１１日（金） 　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
は
、
町
に
登
録
を
行
う
と
と
も
に
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
左
表
の
日
程
で
町
内
を
巡
回
し
ま
す
の

で
、
事
前
に
郵
送
す
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
案
内
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
上
、
都
合

の
よ
い
会
場
で
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
程
は
６
月
11
日
の
１
日
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
都
合
が
悪
い
場
合
に

は
、
愛
別
動
物
病
院（
南
町
１
区
）
等
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
事
前
に
役
場
か
、
接
種
当
日
会
場
に

て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。（
犬
の
登

録
は
生
涯
に
一
回
で
す
）

※
犬
が
死
亡
す
る
な
ど
し
て
、
現
在
飼
っ

て
い
な
い
場
合
や
、
高
齢
・
病
気
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
獣
医
師
か
ら
注
射
免
除
の

診
断
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
電
話
で
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

　
３
，
２
４
０
円

　
（
注
射
料
金
２
，
６
９
０
円
＋

　
　
注
射
済
票
発
行
手
数
料
５
５
０
円
）

▽
畜
犬
登
録
手
数
料

　
３
，
０
０
０
円

※
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
案
内
ハ
ガ
キ

は
、
高
齢
や
病
気
に
よ
り
前
年
度
未
接
種

の
場
合
に
は
郵
送
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
住
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
6
‐
５
１
１
１

　
（
内
線
１
１
６
、１
１
７
）



　

古
着
・
古
布
は
ウ
エ
ス（
工
業
用
雑
巾
）

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
町
内
各
施

設
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
各
公
民
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ

等
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
毛
布
（
ひ
ざ
掛
け
サ
イ
ズ
か
ら
ダ
ブ
ル
サ

イ
ズ
、丹
前
タ
イ
プ
）
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

※
布
団
や
電
気
毛
布
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

●
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
物
（
ラ
イ
タ
ー
等
）
が

入
っ
て
い
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
針
や
安
全
ピ
ン
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。

●
小
さ
い
も
の
、
濡
れ
て
い
る
も
の
、
汚
れ

の
ひ
ど
い
も
の
、
カ
ビ
な
ど
の
臭
い
の
あ
る

も
の
な
ど
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
住
民
課
生
活
環
境
係　

　
☎
６
‐
５
１
１
１

   （
内
線
１
１
１
、１
１
６
、１
１
７
）

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署
で

活
躍
す
る
国
税
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

高
卒
見
込
み
の
者
お
よ
び
高
卒
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

▽
申
込
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
６
月
21
日（
月
）
〜
６
月
30
日（
水
）

▽
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
人
事
院
北
海
道
事
務
局
（
☎
０
１
１

‐
２
４
１
‐
１
２
４
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験
】

　
９
月
５
日（
日
）

▽
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
10
月
７
日(

木)

▽
第
２
次
試
験【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】

　
10
月
13
日
（
水
）
〜
10
月
22
日
（
金
）
の

う
ち
指
定
す
る
日

▽
最
終
合
格
者
発
表
日 

　
11
月
16
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

　
（
内
線
２
３
１
５)

古
着
・
古
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
願
い

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

回収ボックス設置場所
愛別町役場
総合センター
B&G海洋センター
幼児センター
金富公民館
伏古生活改善センター
愛別地区農業研修センター
中里母と子憩いの家
愛山公民館

　
全
国
各
地
で
、「
日
本
年
金
機
構
」
や「
社

会
保
険
庁
」、
も
し
く
は「
厚
生
労
働
省
」

な
ど
の
職
員
と
称
し
て
、
現
金
を
詐
取
し

た
り
、
銀
行
口
座
や
預
貯
金
額
、
年
金
受

給
額
や
家
族
構
成
を
聞
く
な
ど
、
不
審
な

電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
い
う
お
問
い
合

わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
年

金
関
係
の
書
類
を
配
達
で
き
な
い
」
な
ど

と
い
っ
て
、
運
送
会
社
を
名
乗
り
、
職
業

や
会
社
名
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
よ
う
と

す
る
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
お
問
い
合
わ

せ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
及
び
委
託
業
者
が
訪
問

す
る
際
は
、
必
ず
写
真
付
き
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
、お
客
様
に
提
示
し
ま
す
。
な
お
、

日
本
年
金
機
構
お
よ
び
委
託
業
者
が
現
金

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
渡
し
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、
で
き
る
だ
け

ひ
と
り
で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
所

属
、
要
件
を
聞
い
て
、
メ
モ
を
控
え
て
家

族
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
番
号
等
の
個
人
情
報
を
話

し
た
り
せ
ず
に
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

ま
た
は
警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

※
自
動
音
声
案
内
後
「
１
」
を
押
し
た
後

に
「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が

ら
掛
け
金
を
積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実

し
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公

的
な
年
金
で
す
。

●
特
徴

①
掛
け
金
が
全
額「
社
会
保
険
料
控
除
」
で
、

受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

対
象
で
す
。

②
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一

生
変
動
し
ま
せ
ん
。

③
万
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一
時
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。（
遺
族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選

択
で
き
ま
す
）

④
掛
け
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
。

お
休
み
や
増
減
も
で
き
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
免
除
の

方
な
ど
を
除
き
ま
す
）

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60
歳
〜
65
歳

未
満
の
方
や
海
外
在
住
の
方
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　
☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
を
装
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い



●
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
機
器
を
導
入
し

て
い
る
医
療
機
関
や
薬
局
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
お
お
む

ね
す
べ
て
の
医
療
機
関
や
薬
局
で
機
器
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
利
用
で

き
る
医
療
機
関・
薬
局
は
、
厚
生
労
働
省
や

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
利
用
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
申
込
者
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
窓
口
で
設
定
し
た
暗

証
番
号（
数
字
４
桁
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
IC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

③「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
Ａ
Ｐ
」
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
イ
ン
ス
ト
ー
ル

●
申
し
込
み
の
流
れ

①「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
。

②「
健
康
保
険
証
利
用
の
申
込
」
の「
利
用
を

申
し
込
む
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

③
利
用
規
約
等
を
確
認
し
て
、
同
意
す
る
。

④
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入
力
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
に
当
て
、「
読

み
取
り
開
始
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
読
み
取
る
。

⑤
申
し
込
み
完
了
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

●
就
職
、
転
職
、
引
越
し
を
し
て
も
、
健
康

保
険
証
の
切
り
替
え
を
せ
ず
に
利
用
で
き
ま

す
。

※
医
療
保
険
者
へ
の
加
入
の
届
け
出
は
引
き

続
き
必
要
で
す
。

●
医
療
機
関
の
窓
口
へ
、
限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど
の
書
類
の
持
参
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

※
自
治
体
独
自
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は

書
類
の
持
参
が
必
要
で
す
。

●
今
後
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
特
定

健
診
情
報
や
薬
剤
情
報・
医
療
費
情
報
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
令
和
３
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告（
予
定
）

か
ら
、
医
療
費
控
除
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
医
療
費
情
報
の
自
動
入

力
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
・
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係　

　
☎
６
‐
５
１
１
１

　
（
内
線
１
１
６
）

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１

　
（
内
線
１
１
４
、１
１
５
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８　

　

令
和
３
年
度
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期

検
査
実
施
年
で
す
。
商
店
、
食
品
加
工
場
、

学
校
、
病
院
な
ど
で
、
取
引
や
証
明
上
の

計
量
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、「
※
１ 

検
定

証
印
等
」
が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
計
量
法

第
19
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
定
期
検

査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

定
期
検
査
に
合
格
し
た
は
か
り
に
は
、「
※

２ 

定
期
検
査
済
証
印
」
が
付
さ
れ
、
継
続

し
て
取
引・
証
明
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
検
査
を
受
検

し
な
け
れ
ば
、
取
引
や
証
明
上
の
計
量
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

愛
別
町
で
は
、
定
期
検
査
の
事
前
準
備

の
た
め
、
６
月
下
旬
に
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
事
業
所
の
巡
回
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
日
程

は
後
日
、
事
業
所
宛
に
通
知
い
た
し
ま
す
。）

▽
定
期
検
査
日
程

　
７
月
30
日（
金
）
10
時
〜
15
時
30
分
ま
で

▽
検
査
場
所

　
大
雪
消
防
組
合
愛
別
消
防
署　

　

上
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
や
ご
家
族

の
方
を
対
象
と
し
て
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日　
時

　
原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

　
13
時
30
分
〜
16
時
の
う
ち
１
時
間
程
度

▽
場　
所

　
上
川
合
同
庁
舎
内　
上
川
保
健
所

　
（
旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
１
‐
１
）

▽
担
当
医

　
上
川
保
健
所
嘱
託
医　
猪
俣
光
孝
医
師

　
（
旭
川
圭
泉
会
病
院
副
院
長
）

▽
そ
の
他

・
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
の
２
日

前（
そ
の
週
の
月
曜
日
）
ま
で
に
上
川
保
健

所
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
上
川
保
健
所

　
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　
☎
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
９
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

　
　
　
　
　
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

小
型
は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

上
川
保
健
所
精
神
保
健
相
談
の
ご
案
内

※１ 検定等に合格したはかりに付される検定証印等

※検定等に合格したはかりの銘板等に
いずれかの証印が付されています。

定期検査済証印
（北海道の例）

  令和元年              

※２ 定期検査に合格したはかりに付されいる定期検査済証印



今月の担当
鈴木栄養士

　農林水産省が、２０歳以上の男女約３千人に、食生活や食料消費の実態を把握
するために行ったアンケート調査によると、①日常的な欠食、②ごはん食の頻度
が低い、③外食、中食、冷凍・レトルト食品、缶詰、インスタント食品の夕食が
多い、④調理が出来ない、の４つの食習慣について、該当する項目が多いほど、
主食・主菜・副菜をそろえて食べる「日本型食生活」の実践度が低くなっています。
  これらの食習慣を改め、栄養バランスを整えるために、ごはん食のメリットを
知り、外部サービスも活用した日本型食生活を実践していくことが必要です。

「日本型食生活」のススメ

６月の町の健診について

☆☆

毎月、保健師・栄養士が地域の会館を巡回し、健康相談を実施し
ておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
今年度の実施を中止とすることにいたしました。ご利用を予
定されていた町民の皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご
了承くださいますようお願い申し上げます。

　日本食はごはんを中心に、魚・肉・牛乳・乳製品・野菜・海藻・豆類・果物・お茶など多様な副食
などを組み合わせ、栄養バランスにも優れた食生活です。
●ごはんには塩分がなく、どのような主菜・副菜とも相性がピッタリです。
● 1日のスタート！朝食を食べましょう。朝食を食べることで体と頭が動き始めます。

・旭川がん検診センターでの集団健診【女性のみ】は６月１４日（月）送迎バスが出ます。
・旭川がん検診センターでの個人受診は６月１４日（月）からです。個人でがん検診センターへの予約
が必要です。
■予約専用ダイヤル　旭川がん検診センター☎０１２０‐９７２‐４８９

令和3年度 移動健康相談中止のお知らせ

「主食」「主菜」「副菜」を揃えましょう 中食や外食ではサラダやスープをプラス



　５月１０日、愛別郵便局より郵便局の開局１５０
周年を記念した切手シートを寄贈いただきまし
た。寄贈いただいた切手シートは役場２階総務企
画課窓口にて展示させていただいております。
　この度の寄贈に心より感謝を申し上げます。

　５月２日、第３９回旭川地区少年剣道大会が比
布町体育館で開催されました。小学生高学年の部
で、愛別チームが準優勝を飾り８月に札幌市で開
催予定の全道赤胴大会に旭川地区代表として出場
の切符をつかみ取りました。「５年生４人、６年
生１人のチームで準優勝は見事な成績！」と上野
監督は喜んでいました。個人戦でも熱海千里さん
が全道赤胴大会への出場を決めました。愛別チー
ムとしての出場は３年ぶり。 全道赤胴大会での選
手皆さんの活躍を期待します。

　５月１２日、愛別ライオンズクラブがホクレン
スタンドにてドライバーキャンペーンを実施しま
した。交通安全の冊子と愛別産まいたけを手渡し、
安全運転を呼びかけました。その後の例会で、町
交通安全推進協議会へ助成金が贈呈されました。
安全なまちづくりに寄与いただき、心より感謝を
申し上げます。

　５月１７日から、愛別町でも高齢者を対象とし
た新型コロナワクチン接種が、愛別町立診療所で
始まりました。
　5月は約１，０２０名の方が第１回目のワクチン接
種を終えました。今後もワクチンが供給されしだ
い、順次接種のご案内をいたします。





～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

共生型交流館「ぽんて」に、きたよん相談日を開設します

「心のバリアフリー」に関わるシンボルマーク①

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎：０１６６‐８４‐７１１１　FAX：０１６６‐８４‐７３３３　メール：kitayon@potato.ne.jp
・虐待防止センター専用電話　☎：０１６６‐８４‐７２２２（２４時間対応）

　共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。当日は、障がいに関するさまざまな相談に上川
中部基幹相談支援センターきたよんの職員が対応します。事前予約は不要ですのでお気軽にお立ち寄りください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１４２）

▷日時　　６月１４日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」（愛別町字本町１７０番地）

　まちの中には、障がいに関するたくさんのマークが表示されており、それぞれに意味や決まりがあります。
　地域で暮らすみなさんがこれらのマークを正しく理解して、適切な配慮をすることもバリアフリーのまちをつ
くることにつながります。

　障がいのある方が容易に利用できる建築物や施設であることを示す世界共通のマークです。
障がいを持つ人々が住みやすいまちづくりを推進することを目的としています。すべての障が
い者を対象としており、車いすを利用する障がい者を限定して使用されるものではありません。

●障がい者のための国際シンボルマーク

第９０号「新入生歓迎会」

　視覚障がい者を示す世界共通のシンボルマークで、視覚障がい者の安全やバリアフリーに考
慮された建物や設備、機器などに付けられているマークです。
　横断歩道で、このマークが付いた歩行者用信号ボタンのある信号機は、視覚障がい者が安全
に渡れるよう信号時間が長めまたは、音楽が流れるように調整されています。

●盲人のための国際シンボルマーク

　身体障害者補助犬法で定められた補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）を受け入れる店の入り
口などに貼るマークで、身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。
　公共の施設や交通機関、民間施設（デパートやホテルなど）でも身体障害者補助犬が同伴す
ることが認められています。補助犬は体が不自由な方のパートナーです。

●身体障害者補助犬マーク

　４月２３日に新入生歓迎会が行われました。今年度は８回生とな
る１６名の新入生を迎え、全校生徒４７名となりました。
　初めに１年生が自己紹介や学級目標の紹介を行いました。次に生
徒会企画で「あいべつ校で一番ノリがよい先生は誰？」などの先生
方に関する学級対抗３択クイズを行い、新入生は協力しながら真剣
に取り組んでいました。クイズをとおして、あいべつ校の個性豊かな先生方を新入生に紹介することができま
した。また、新入生が楽しみにしていた「部活動紹介」では、各部が趣向を凝らした発表を行い、今後の活動に
更に期待が膨らんだようでした。
　今回の歓迎会は、新入生、在校生ともに交流を深める良いきっかけとなりました。今年度も全校生徒で力を
合わせて、いろいろな活動に取り組んでほしいと思います。（生徒会担当：山形洋美）



４月末現在・（）内前月比
男 １,２４１ （－６）
女 １,４０８ （－９）
計 ２,６４９ （－１５）
世帯数 １,３４３ （－４）

※「戸籍の窓」欄
への掲載の申し
込みは、各届出
時に税務住民課
戸籍年金係へお
申し出ください。

行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日
愛山町１区 　柏　木　茂　材　さん ８１ ４月１７日
北　町２区 　久　米　　　勉　さん ８８ ４月２８日
愛山町１区 　森　定　厚　志　さん ６７ ５月３１日

以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　入谷　利春　様の葬儀に際して　北　町３区　入谷　信子　様
　故　澤田　勝子　様の葬儀に際して　金　富１区　澤田　清隆　様
　故　桑田トヨ子　様の葬儀に際して　東　町３区　桑田　　武　様
　故　久米　　勉　様の葬儀に際して　北　町２区　久米美智子　様
　故　森定　厚志　様の葬儀に際して　旭　川　市　書上　律子　様

Hello everyone! It`s been a long time!

　みなさんこんにちは！お久しぶりです！
　夫と私は昨年１２月に息子を出産するためにフィリピンへ帰国しました。出産予定日は２月８日でしたが、
２週間前の１月２２日に息子は生まれました。幸いなことに息子はとても健康でした。息子の出生時の体重は２．
７キログラムでした。家族や友人は、息子が夫によく似ていると言っています。
　私は息子の世話を楽しみました。産後休暇が間もなく終わり、日本へ戻る日が近づいてきました。息子を連
れて行きたかったのですが、日本が新規の入国者を許可していないということを知りませんでした。私はフィ
リピンの日本大使館に懇願しようとしましたが、日本が新規入国者の禁止を解除しない限り、息子にビザを発
行することはできないと言われました。私たちは息子を置いて戻るしかありませんでした。現在、私の両親が
息子の世話をしています。私たちは毎日ビデオチャットをして、私の家族は息子のビデオをたくさん送ってく
れるので、彼の成長を見逃すことはありません。
　息子と一緒にいられないのは悲しいですが、第二の故郷である愛別町に戻ってきてよかったです。皆さん変
わらず親切で優しいです。毎日子どもたちの笑顔を見て、友達と話すことで、悲しみを乗り越えることができ
ました。この小さな町でもっと幸せな思い出をつくるのを楽しみにしています。
　これからもよろしくお願いします！　

My husband and I went home to the Philippines last December to give birth to 

our son. My due date was February 8th but our little boy was born on January 

22nd, two weeks earlier. Thankfully, when he came out, he was perfectly healthy. 

He weighed 2.7 kilograms at birth. Our friends and family think he looks a lot like my 

husband. 

I enjoyed taking care of him. My maternity leave soon came to an end and I had to 

return to Japan. I wanted to bring him with us but I had no idea that the Japanese 

government had tightened its borders and is not allowing new entries. I tried to plead 

with the Japanese embassy in the Philippines but they told me they couldn`t issue 

a visa for my son unless Japan lifts its ban on new entries. We didn`t have a choice 

but to leave without him. My parents are currently taking care of him. We video chat 

every day and my family sends us a lot of his videos so we don`t miss seeing his 

developments. 

Although I am sad that I can`t be with my son, I`m glad that I`m back in Aibetsu, my 

second home. Everyone is still the same---kind and respectful. Seeing the kids` smiles every day and talking to friends 

have helped me overcome my sadness. I look forward to making more happy memories in this little town.

Kore kara mo yoroshiku onegaishimasu!

■おくやみ
行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日

金　富１区 　澤　田　勝　子　さん ８３ ４月１２日
東　町３区 　桑　田　トヨ子　さん ７６ ４月１２日
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■地域おこし協力隊の谷合で
す。最近、地域の農家さんか
らアスパラガスを買いまし
た。なんでも、「オリーブオイ
ル蒸し」という調理法がオス
スメだそうです。早速、家で
嫁と一緒に調理して食べてみ
たところ、絶品でした。いつ
も食べているアスパラガスと
は違い、口の中でトロっとと
ろけるような嚙み心地とアス
パラの独特の青臭さが消え、
甘みが口全体に広がるような
感じがたまらなかったです。
幸せでした。（谷合）

　『広報あいべつ』は、愛別町ホームページでも公開している他、旭川ケーブルテ
レビポテトでも放送しており、写真等がカラーでご覧いただけます。

公式 SNSもよろしくお願いします

Ｔｗｉｔｔｅｒ ＩｎｓｔａｇｒａｍＦａｃｅｂｏｏｋ 公式YouTube
チャンネル


